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目的 

 慣性核融合炉壁のアブレーションなど、密度変化の激しい
現象の計算をするのは容易ではない。そこで、新たな計算方
法の探求が必要となり、SPH法という計算方法の密度変化が
大きい場合における評価を行う。 

 
内容 

 片側に高温高圧高密度、もう一方に低温低圧低密度のガ
スが入った管を時間発展させていく、一次元衝撃波管シミュ
レーションをSPH法、従来の計算方法のCCUP法で行った。そ

れぞれの結果と厳密解を比較した。高密度側と低密度側の
密度比が、図１では3倍程度、図２では105倍としてある。 

 
結果 

 密度比が小さい場合では、それぞれ厳密解と一致がみら
れたが、密度比が大きい場合では、厳密解とは大きくずれた
結果になったが、粒子数を増やすことで改善は見られた。 
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